
た
ん
の
わ

山
脇
東
洋
門
の
淡
輪
元
潜
（
重
弼
蔀
山
、
一
七
二
九
’
一
八
○
八
）
は
、
筑
後
柳
河
藩
医
で
、
同
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
に
勤
務
し
、
大
坂
在
住
中

の
小
石
元
俊
（
道
、
一
七
四
三
’
一
八
○
八
）
の
師
の
一
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
淡
輪
家
に
伝
え
ら
れ
た
解
剖
図
巻
は
、
淡
輪
本
と
い
わ
れ
、
同
家
か
ら
流
出
後
、
藤
浪
剛
一
の
乾
々
斎
文
庫
の
有
に
帰
し
た
も
の
は
、

次
の
四
種
（
題
篭
名
に
よ
る
）
で
あ
る
（
現
杏
雨
書
屋
蔵
）
。

①
『
解
鵠
圖
燕
癖
癖
榊
率
全
正
』
一
巻
（
旧
乾
八
三
三
）

②
『
解
鵠
圖
淡
輪
家
旧
蔵
副
』
一
巻
（
旧
乾
△
一
三
）

③
『
解
艘
圖
旧
淡
輪
家
蔵
附
録
』
一
巻
（
旧
乾
八
三
四
）

④
『
玉
砕
臓
圖
淡
輪
家
旧
蔵
』
一
巻
（
旧
乾
八
二
九
）

こ
れ
ら
図
巻
に
つ
き
新
知
見
を
得
た
の
で
、
以
下
に
考
察
す
る
。

一
、
『
平
郎
蔵
圖
』

一
般
に
「
平
次
郎
解
剖
図
」
ま
た
は
「
平
次
郎
臓
図
」
と
い
わ
れ
る
解
剖
図
巻
が
、
右
の
①
③
に
相
当
す
る
も
の
で
、
①
は
解
剖
図
（
吉
村
蘭

洲
筆
、
毎
図
記
注
者
は
小
石
元
俊
）
、
②
は
小
石
元
俊
自
署
名
画
（
浪
華
小
石
道
謹
記
画
嵯
屏
辱
と
吉
村
蘭
洲
自
署
名
画
｛
平
安
吉
村
蘭

淡
輪
本
解
剖
図
巻
に
つ
い
て

騏
擬
鍾
惹
一
寺
一
鑑
罷
昭
和
五
十
九
年
九
月
十
三
同
受
付

宗
田
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（
つ
○
）
ゑ
ち

元
俊
に
よ
れ
ば
、
吉
村
蘭
洲
筆
の
こ
の
図
巻
は
、
こ
の
解
剖
を
認
可
し
た
、
伏
見
奉
行
小
室
侯
小
堀
政
方
献
上
本
お
よ
び
こ
の
解
剖
参
加
の

諸
子
が
蔵
す
る
と
す
る
か
ら
、
複
数
の
蘭
洲
筆
本
が
作
成
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
数
は
不
明
。

、
〃

（
ワ
』
）

あ
る
。
こ
の
古

圖
』
で
あ
る
。

月
）
が
あ
る
。

洲
嶌
犀
鰐
一
悔
扉

二
、
『
玉
砕
臓
圖
』

小
石
元
俊
が
右
の
『
平
郎
蔵
圖
』
を
淡
輪
家
に
贈
っ
た
と
き
に
、
『
玉
砕
臓
圖
』
の
写
本
を
も
同
家
に
贈
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
元
俊
は

（
４
宝
）

「
玉
砕
臓
圖
遣
事
並
小
引
」
を
追
加
し
、
原
本
に
あ
る
山
脇
東
門
（
玄
陶
）
の
序
文
を
東
海
（
之
豹
）
に
書
写
（
天
明
五
年
一
月
）
し
て
も
ら
っ

（
５
）

て
い
る
。
解
剖
図
の
模
写
は
吉
村
熊
太
郎
が
当
た
っ
た
。

（
佇
Ｏ
）

右
の
元
俊
の
遺
事
並
小
引
は
、
山
脇
東
洋
以
来
の
山
脇
家
の
主
宰
す
る
解
剖
の
具
体
的
場
所
を
明
示
す
る
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
ま
た

『
玉
砕
臓
圖
』
の
題
名
の
由
来
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。

三
、
『
三
之
助
解
剖
圖
』
稿

前
掲
淡
輪
本
②
は
、
解
剖
図
の
浄
画
稿
で
、
画
家
の
署
名
は
な
い
が
、
そ
の
画
風
か
ら
吉
村
藺
洲
か
、
そ
れ
に
近
い
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。

毎
図
記
注
が
な
く
、
各
図
の
上
下
に
複
数
の
手
に
な
る
と
み
ら
れ
る
意
見
が
符
妻
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
解
剖
図
稿
は
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
二
月
十
八
日
に
大
坂
合
掌
洲
で
行
わ
れ
た
宮
崎
或
主
宰
の
男
屍
解
剖
記
録
三
『
之
助
解
剖
圖
』

右
の
図
巻
に
小
石
元
俊
の
序
文
を
欠
い
て
い
る
の
は
、
淡
輪
家
か
ら
流
出
後
、
序
文
が
他
の
巻
と
分
か
れ
、
別
の
所
蔵
者
に
移
っ
た
た
め
で

ワ
』
）る

。
こ
の
序
文
の
前
に
、
「
平
郎
蔵
圖
」
と
書
し
た
引
首
が
あ
り
、
右
の
元
俊
の
補
遺
か
ら
み
て
も
、
こ
の
図
巻
の
正
式
名
称
は
『
平
郎
蔵

（
１
Ａ
）

に
続
き
、
橘
南
諮
の
賊
（
天
明
四
年
〈
一
七
八
四
〉
三
月
）
、
小
石
俊
元
の
「
平
郎
蔵
圖
記
補
遺
並
小
引
」
（
天
明
四
年
十
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（
Ｒ
〕
）

の
原
図
の
第
一
次
浄
画
稿
か
、
あ
る
い
は
原
図
と
描
き
手
の
異
な
る
浄
画
稿
と
み
ら
れ
る
。

右
の
符
菱
の
記
事
を
若
干
例
示
す
る
〔
丸
カ
ッ
コ
内
は
『
三
之
助
解
剖
図
』
（
小
川
本
）
の
該
当
図
記
注
を
示
す
〕
。

。
（
犯
人
名
三
之
助
…
…
）
頭
図

面
形
下
瞼
ム
ッ
ク
リ
ト
致
度
、

。
全
身
図
〔
向
き
反
対
〕

。
（
身
断
首
痕
）

。
（
横
断
乳
輪
）

。
肺
の
図

。
（
割
肋
骨
左
右
排
之
…
…
）

横
骨
下
辺
、
毛
際
ヲ
ク
リ
ヌ
ク
、
陰
茎
皮
二
包
ミ
見
へ
サ
ル
ハ
悪
シ
〔
注
・
小
川
本
の
図
で
は
陰
茎
が
見
え
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
〕

心
臓
ヲ
包
ム
脂
膜
ハ
薄
ク
ス
キ
透
ル
ヘ
シ
、
且
心
臓
二
隔
膜
ニ
ァ
マ
リ
接
近
ス
、
今
少
シ
間
ア
ル
ャ
フ
ニ
図
ス
ヘ
シ

陰
茎
ノ
色
黒
ク
鼠
色
ョ
ロ
シ
、
此
色
ニ
テ
ハ
死
人
ノ
陰
具
ト
見
へ
ス

気
管
大
キ
ニ
シ
テ
骨
髄
小
、
ツ
リ
合
ス
、
且
周
辺
小
、
白
筋
ア
ル
ヘ
シ
〔
略
図
あ
り
…
略
〕

首
受
到
断
口
中
ノ
骨
髄
中
赤
肉
無
用
ニ
覚
フ

又
骨
髄
ノ
後
ノ
肉
及
上
喉
嘩
ノ
前
、
肉
厚
キ
ヲ
覚
フ

又
骨
髄
小
サ
キ
ヲ
覚
フ

断
口
骨
髄
前
二
同
シ

肺左
ノ肺
形三
左葉
肺メ
ーナ

葉力
多ル
シ ーヘ

誤シ
ノレ』弓〔

略
図
あ
り
：
・
略
〕

前
頂
骨
ア
マ
リ
ソ
ゲ
テ
見
１
、
今
少
シ
肉
ア
リ
メ
ニ
致
度
〔
略
図
あ
り
．
：
略
〕
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ｏ
膀
胱
の
図

。
腎
の
図

脾
断
口
色
悪
シ
、
且
シ
小
［

。
（
解
禮
新
書
所
謂
大
機
爾
）

ｏ
脾
の
図

心
臓
縦
断
ノ
図
ノ
中
央
、
心
ノ

ｏ
肝
・
脾
臓
周
囲
臓
器
関
係
の
図

心
臓
赤
キ
処
余
り
濃
シ
、

ｏ
（
縦
横
心
臓
見
其
裏
面
）

ｏ
（
心
臓
全
状
前
面
）

好
按

置
タ
シ

腎
臓
ノ
断
口
分
界
空
処
ナ
シ
、
全
面
肉
ノ
如
ク
中
二
血
脈
ノ
図
ナ
ル
ヘ
シ

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

好
按
二
此
ノ
次
腎
ヨ
リ
胞
胱
へ
連
ル
豚
管
三
具
鋪
ノ
管
ヲ
サ
シ
込
ミ
吹
候
へ
ゞ
ハ
胞
胱
張
り
陰
茎
動
キ
小
便
通
ズ
、
此
ノ
図
ヲ
中
処
二
入
し

大
機
里
爾
ノ
図
色
甚
美
シ
過
ル
、
真
色
ハ
漬
数
子
ノ
如
シ

肝
色
悪
シ
、
肝
色
ハ
ト
ウ
キ
ピ
団
子
ノ
色
ア
ル
ヲ
覚
フ

又
脾
色
モ
飛
色
ニ
シ
テ
青
キ
気
味
ア
リ

肝
色
左
入
ノ
赤
楽
ノ
色
ノ
如
ナ
ル
ヘ
シ

脾
色
紫
ノ
サ
メ
ァ
イ
赤
ク
ロ
ク
藤
花
ノ
シ
ホ
レ
タ
ル
色
ニ
ッ
シ
濃
キ
イ
ロ
ア
ヘ
シ
、
ア
イ
ト
ヒ
ノ
ウ
ス
キ
イ
ロ
也

肺
ノ
下
辺
出
入
ナ
キ
ャ
ウ
ニ
図
ス
ヘ
シ
〔
略
図
あ
り
．
：
〕

且
シ
小
口
無
数
茶
筌
ニ
テ
ッ
キ
タ
ル
ャ
フ
ナ
ル
ヘ
シ

今
少
シ
薄
カ
ル
ヘ
シ
、
且
シ
胃
大
機
里
イ
ル
等
ノ
図
ノ
如
ク
血
豚
ノ
細
筋
、
電
ノ
如
ク
纒
フ
ヘ
シ

心
ノ
左
室
ノ
空
虚
下
二
透
ル
ー
似
タ
リ
、
右
室
ノ
図
ノ
如
ク
図
ス
ヘ
シ
〔
略
図
あ
り
…
略
〕
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○

白
筋
丸
キ
ャ
フ
二
見
１
、
ヒ
ラ
タ
キ
ャ
フ
ニ
図
ス
ヘ
シ
、
筋
ヨ
リ
枝
シ
テ
両
筋
ト
ナ
ル
ア
リ

。
（
割
背
見
筋
及
肉
理
兼
見
脊
骨
之
外
面
井
神
経
）

神
経
ノ
図
下
辺
造
ハ
不
見
、
十
四
椎
ノ
辺
迪
ナ
リ
〔
注
・
画
稿
で
は
背
中
が
下
部
ま
で
切
り
開
か
れ
て
い
る
が
、
小
川
本
で
は
上
部
の
み
に
な
っ
て
い

ｏ
手
筋
の
図

0

。
（
發
割
両
膀
見
舌
根
咽
喉
等
）

咽
中
空
凹
ノ
処
、
八
ノ
字
ヤ
フ
ナ
ル
ハ
無
用
、
気
管
二
影
ス
ュ
ヘ
ナ
リ
、
舌
ノ
色
藤
桃
色
二
白
粉
点
ア
ル
ヘ
シ
、
下
鰐
ハ
切
り
離
シ
タ
ル
図

ナ
リ
、
又
食
道
今
シ
ナ
キ
ー
図
ス
ヘ
シ

好
併
シ
舌
ノ
先
ハ
ネ
上
リ
テ
悪
シ
、
《
ヘ
タ
リ
ト
シ
タ
シ
〔
注
・
小
川
期
で
は
舌
先
は
は
ね
上
っ
て
な
く
描
か
れ
て
い
る
〕

。
（
睾
丸
全
状
）

９

頭
蓋
骨
上
脳
下
脳
ヲ
取
出
シ
タ
ル
跡
ノ
図
ハ
神
経
ノ
目
口
鼻
耳
へ
通
ス
ル
ヲ
示
ダ
ル
図
ナ
リ
。
今
図
二
皆
脱
ス
、
無
用
ナ
ル
ヲ
覚
フ
〔
注
．
２

ツ
ョ
ク
引
ハ
リ
タ
ル
図
ハ
悪
シ
〔
略
図
あ
り
：
・
略
〕

横
骨
甚
太
キ
ヲ
覚
フ
、
又
睾
丸
ノ
系
絡
モ
亦
甚
太
シ
、
今
少
シ
細
キ
ガ
ョ
シ

好
併
シ
舌
ノ
先
ハ
ネ
上
”

（
去
上
下
脳
髄
見
其
内
景
）

膀
胱
ヲ
剖
シ
タ
ル
図
ア
シ

（
縦
割
陰
茎
見
尿
管
精
道
）

尿
道
ノ
筋
悪
シ
、
又
尿
道
ゞ

（
マ
マ
）

胞
胱
後
面
、
精
襄
ノ
形
丸
キ
ハ
悪
シ
、
少
シ
長
キ
ガ
ョ
シ

又
元
朔
老
（
注
・
淡
輪
元
潜
養
子
）
仰
ニ
ハ
左
右
精
嚢
ノ
下
辺
、
正
中
二
小
孔
ア
リ
テ
精
嚢
ヲ
指
ヲ
以
テ
ヲ
セ
ハ
、
精
其
孔
ヨ
リ
出
ツ
ル
由

膀
胱
ヲ
剖
シ
タ
ル
図
ア
シ
（
シ
）
、
此
図
ニ
テ
ハ
管
ヲ
サ
キ
タ
ル
ャ
フ
二
見
１
、
丸
キ
袋
ヲ
偏
面
敗
リ
タ
ル
心
持
ニ
テ
図
ス
ヘ
シ

る
ｰ

又
尿
道
ノ
左
右
ノ
肉
、
松
露
ノ
断
口
ノ
如
ク
色
モ
睾
丸
ト
同
ク
、
ス
ポ
ン
シ
ー
ス
ノ
形
ヲ
ナ
ス
、
白
キ
ハ
悪
シ
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小
川
本
で
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
）

こ
れ
ら
の
指
示
、
意
見
に
よ
っ
て
解
剖
図
の
訂
正
・
追
加
・
削
除
が
行
わ
れ
、
成
画
へ
と
進
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
解
剖
図
巻
の
作
成
に

は
、
こ
の
よ
う
な
過
程
が
踏
ま
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
解
剖
図
稿
の
存
在
に
よ
っ
て
、
こ
の
解
剖
に
は
、
淡
輪
元
潜
・
元
朔
父
子
や
小
石
元
俊
も
参
画
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
し
、
画
家
も
吉
村
藺
洲
か
そ
れ
に
近
い
人
が
参
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
資
料
）

い
『
平
郎
蔵
圖
』
Ｊ

「
｜
隠
團
同
一
粒

′へ〆一、グヘグー、へ

87654
、一、－〃、ー、－／ー

（
３
）

、
〆

（
１
Ｌ
）

〆
、

（
２
）

竪
之
未
知
於
蔵
不
可
以
用
其
治
也
猶
将
之
未
達
於
其
地
利
／
不
可
以
用
其
兵
也
乎
然
漢
已
来
筈
耆
言
蔵
者
率
皆
晏
是
誤
／
其
治
傳
亦
妾
也
是
以

氏
蔵
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

山
本
四
郎
『
小
石
元
俊
』
（
人
物
叢
書
一
四
三
）
七
五
・
ヘ
ー
ジ
で
は
、

室
（
現
・
滋
賀
県
東
浅
井
郡
浅
井
町
）
の
小
室
藩
主
で
あ
る
。

山
脇
家
蔵
、
菅
誠
意
が
解
剖
図
を
描
い
て
い
る
。

宗
田
一
“
『
玉
砕
臓
図
』
補
遺
、
「
啓
迪
」
第
二
号
、
一
四
・
ヘ
ー
ジ
、

宗
田
一
《
山
脇
東
洋
お
よ
び
そ
の
一
門
の
解
剖
の
地
、
「
日
本
医
史
淫

宗
田
一
》
前
掲
（
５
）
論
文
一
三
・
ヘ
ー
ジ
。

小
川
鼎
三
蔵
『
三
之
助
解
剖
図
』
と
比
較
す
る
と
、
一
致
す
る
か
相

い
汪日

本
医
史
学
会
編
『
図
録
日
本
医
事
文
化
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
三
八
・
ヘ
ー
ジ
下
段
図
版
参
照
。

序
文
と
引
首
が
一
巻
と
な
り
、
昭
和
十
年
代
に
杏
雨
書
屋
蔵
と
な
っ
た
（
貴
六
一
四
）
。
こ
れ
を
淡
輪
本
と
す
る
根
拠
は
、
序
文
紙
背
上
部
に
「
淡

序

小
石
元
俊
序

一
致
す
る
か
相
似
の
図
が
あ
る

一
四
・
ヘ
ー
ジ
、
注
い
、
昭
的
。

「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
釦
”
２
（
第
鋸
回
総
会
抄
録
）
二
八
－
三
○
．
ヘ
ー
ジ
、
昭
弱
。

Ｏ

小
室
侯
を
小
玉
侯
の
誤
り
と
す
る
が
、
小
室
侯
が
正
し
い
。
近
江
浅
井
郡
小

一
方
で
は
、
相
互
に
出
入
す
る
図
が
あ
る
。
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(2)
其
巻
首
云
其

浪
華

近
時
竪
梢
良
者
往
往
多
有
観
蔵
之
畢
／
而
所
恨
其
観
率
不
能
詳
悉
其
所
圖
記
之
籍
比
之
蟹
人
剛
剥
／
書
疏
密
大
有
逵
庭
則
其
間
顧
多
使
生
人
疑
惑
焉

此
安
足
濾
／
哉
是
故
今
雷
欲
達
其
道
者
必
猶
多
志
於
観
蔵
芙
錐
然
其
得
／
之
者
甚
希
蓋
得
其
時
之
至
難
故
也
小
室
侯
藤
公
侍
竪
吉
田
／
玄
理

山
本
元
順
盛
本
立
宣
及
京
筈
橘
東
市
倶
深
志
於
此
而
／
相
共
懇
請
於
公
者
有
年
突
公
亦
知
其
志
有
誠
於
其
請
而
其
／
事
有
益
於
其
道
也
天
明
癸

卯
夏
六
月
廿
五
日
有
虚
刑
者
乃
／
賜
其
屍
夫
四
子
者
以
観
之
四
子
乃
召
其
故
蕾
同
志
佐
其
観
／
者
凡
十
二
人
其
三
人
為
解
手
又
三
人
為
壹
工

又
一
人
為
指
／
授
解
手
一
日
原
田
雄
伯
一
日
中
川
周
蔵
一
日
飯
田
道
安
画
／
工
一
日
吉
村
藺
洲
一
日
村
上
大
進
一
日
槇
野
周
蔵
指
授
則

使
余
不
俵
幹
其
事
其
餘
佐
者
則
盛
本
音
進
楢
林
祐
意
及
其
／
子
祐
輔
稲
田
友
賢
山
本
令
儀
併
夫
四
子
総
計
十
六
人
相
與
／
共
園
緯
臨
観

焉
而
解
者
模
者
蟇
其
大
則
九
蔵
之
所
位
四
／
属
之
所
附
小
則
耳
目
鼻
口
之
所
通
豚
絡
筋
骨
之
所
連
毫
末
／
之
微
必
剖
焉
蝉
翼
之
薄
必
模

焉
於
是
乎
所
以
作
生
作
死
者
／
其
所
以
為
華
為
悴
者
其
所
以
致
機
韓
動
揺
疾
痛
荷
瘻
病
毒
／
畷
塊
者
凡
嘗
有
以
疑
之
於
夫
生
身
者
今
察
之
於
其
死

屍
其
／
理
猶
如
示
掌
焉
是
豈
可
不
謂
一
大
奇
観
乎
是
豈
可
不
謂
一
／
大
盛
畢
乎
瑳
乎
天
平
時
乎
吾
輩
今
宿
志
得
遂
而
其
道
亦
将
／
達
則
此
畢
之

所
以
關
係
於
我
技
者
亦
易
謂
小
乎
是
皆
公
之
／
仁
徳
使
物
得
遂
其
生
之
所
致
乃
夫
四
子
者
其
志
有
誠
之
所
／
為
而
我
道
之
大
幸
又
佐
観
者
之
至
慶
也

其
明
年
天
明
甲
辰
／
春
三
月
吉
村
所
臺
嶌
真
圖
成
突
圖
凡
大
小
六
十
有
二
毎
圖
／
別
書
以
其
形
状
色
澤
大
小
軽
重
焉
余
因
書
所
得
観
之
梗
概
／
於

夫
蔵
不
可
以
不
観
也
又
可
不
以
観
也
蔵
理
不
悉
則
難
治
皆
／
失
是
不
可
也
是
不
可
以
不
観
也
必
求
親
賭
則
多
残
人
戸
是
可
不
以
観
／
也

是
故
観
與
不
観
之
間
君
子
用
心
之
地
乎
前
日
畢
我
輩
請
／
官
者
催
醤
治
之
致
失
也
小
石
子
則
幸
與
壹
手
蘭
洲
生
偕
而
来
／
以
必
記
焉
必
図
焉
而
以
傳

同
好
士
者
恐
人
戸
之
多
残
也
蓋
今
／
日
而
讃
其
記
繊
悉
登
録
毫
末
不
漏
也
観
其
図
形
理
細
筆
其
／
臭
猶
在
也
是
可
以
坐
識
彼
蔵
府
筋
骨
之
理
而
不

須
復
行
剛
／
剥
焉
美
夫
然
後
小
石
子
之
用
心
庶
幾
君
子
実
小
石
子
名
道
／
字
有
素
篤
實
孝
謹
尤
善
竪
事
乃
我
所
素
兄
事
焉

天
明
甲
辰
季
春
勢
州
橘
春
暉
書
於
平
安
黄
花
堂

認
唖
堅
辮
一
鍵
」

■■

『
平
郎
蔵
圖
』
橘
南
熱
賊

｜
閏
圏
凹
謹

小
石
道
有
素
父
撰

謡
亟
誌
涯
墜
舞
」
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(3)
余
既
序
且
記
而
今
又
作
補
遺
者
有
所
不
蓋
也
不
壷
者
何
也
蓋
或
／
隠
微
或
後
事
或
非
所
急
或
非
所
要
者
當
時
皆
遣
不
書
然
以
今
思
／
之
不
壷
則
何

詳
不
詳
則
何
稽
乎
蓋
夫
観
蔵
之
事
其
迩
雌
類
惨
酷
／
然
實
為
佐
仁
術
之
一
大
端
英
則
九
事
之
顛
末
不
可
不
必
公
顕
必
／
増
益
必
委
悉
細
畢
以
載
録
之

則
後
世
作
斯
畢
者
以
有
所
徴
焉
／
実
此
補
遺
之
所
以
又
作
之
志
云

小
室
侯
源
公
小
堀
氏
任
和
泉
守
釆
邑
在
江
州
小
室
此
乃
茶
道
所
／
稻
小
堀
遠
州
之
後
商
也
今
公
亦
有
名
於
其
道
云
明
和
天
明
間
来
／
尹
干
伏
水
也

時
以
其
三
侍
啓
及
橘
東
一
懇
請
観
蔵
其
心
實
将
欲
／
允
之
然
公
性
格
慎
謹
凡
百
事
雌
渉
於
墳
末
者
不
校
之
國
典
則
不
／
畢
也
是
以
亦
令
吏
日
一
校
日
一

論
吏
告
有
例
有
辞
乃
始
有
聴
允
之
命
／
也

犯
人
平
次
郎
本
西
州
産
而
来
住
子
伏
水
畠
中
街
先
是
有
罪
而
斥
／
逐
之
境
外
吏
除
其
名
九
見
除
者
再
来
住
川
法
殺
無
赦
今
平
次
郎
／
犯
宿
盗

橘
東
一
中
川
周
蔵
山
本
令
儀
及
與
余
四
人
者
獄
吉
村
蘭
洲
所
壹
／
之
平
郎
蔵
圖
於
公
而
其
序
及
記
政
中
其
所
與
於
事
之
吏
人
不
名
／
解
観
之
虚

不
地
者
皆
公
命
也
蓋
公
他
日
東
朝
於
大
府
與
府
不
絹
／
紳
君
子
相
會
時
談
或
及
此
圖
而
出
観
之
若
有
事
相
傳
至
於
椹
要
／
官
而
官
作
疑
於
伏
水
嘗
有

例
否
則
此
雌
巳
経
夫
校
論
而
恐
或
又
／
有
以
生
煩
累
事
端
故
欲
令
不
顕
著
是
所
以
不
名
地
也

伏
水
之
刑
場
者
豊
後
橋
西
之
地
呼
日
平
戸
者
是
也
平
次
郎
亦
将
／
刑
於
弦
公
以
為
夏
日
炎
熱
曠
原
無
蔭
而
屍
或
易
敗
壌
且
以
其
無
／
堵
壁
廣

衆
濫
観
不
可
禁
止
而
因
以
致
篇
雑
紛
諄
則
恐
解
者
国
生
／
厭
怠
疎
客
之
心
而
観
嶌
或
多
致
遺
失
也
是
故
特
於
囹
固
側
花
園
／
中
到
之
即
借
其
虚
以

爲
解
鵲
之
地
我
輩
成
莫
不
感
戴
公
用
心
此
／
事
之
深
焉

橘
東
一
嘗
告
公
日
伏
水

亦
非
失
土
着
人
之
比
故
也

公
之
将
有
賜
屍
之
命
也

猶
如
秦
人
於
越
人
肥
婿

重
人
命
者
天
下
之
公
道
也

公
之
将
有
賜
屍
之
命
也
吏
以
平
次
郎
土
人
所
熟
識
非
他
盗
一
朝
／
来
罹
罪
者
之
比
故
拒
之
日
若
賜
之
則
土
人
以
公
為
不
仁
将
相
誇
／
日
見
其
赤
子

猶
如
秦
人
於
越
人
肥
婿
公
即
断
之
日
仁
安
在
在
於
重
／
人
命
不
在
於
不
賜
屍
馨
之
観
蔵
者
非
重
人
命
之
故
欺
不
賜
屍
者
／
非
調
誹
誘
之
策
耶

重
人
命
者
天
下
之
公
道
也
詞
誹
誇
者
一
人
之
／
私
謀
也
公
道
者
非
仁
者
之
所
由
乎
私
謀
者
非
不
仁
之
所
為
者
乎
／
且
此
又
有
可
比
擬
之
例
昔
者
大

府
世
禄
之
近
臣
有
罪
而
伏
諜
其
／
屍
賜
於
試
剣
者
如
他
調
盗
之
屍
今
平
次
郎
非
貴
於
近
臣
且
其
屍
／
賜
於
筈
何
與
賜
於
試
劔
者
異
乎
吏
不
能
復
難
寛

及
再
住
之
律
故
遂
不
能
這
也

平
郎
蔵
圖
記
補
遺
並
小
引

乃
賜
観
云

「
｜
判
劉
矧
一
睡

『
平
郎
蔵
圖
』
小
石
元
俊
補
遺
と
小
引

伏
水
人
雌
有
刑
死
者
其
屍
則
不
願
賜
文
同
郷
／
人
生
則
識
其
面
死
則
不
忍
剖
其
屍
也

而
今
所
賜
屍
平
次
郎
者
以
／
其
雌
住
子
伏
水
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解
艘
前
日
請
禁
他
観
者
至
是
日
使
下
吏
岩
井
又
衛
及
其
所
属
／
之
下
卒
数
人
執
兵
仗
以
護
術
於
預
解
観
也
終
日
莫
有
一
人
敢
窺
見
／
者
又
莫
一
事

之
不
如
法
者
以
此
也
又
栴
陀
羅
数
人
列
於
夫
護
衛
／
卒
之
後
為
備
使
役
也
然
而
所
使
其
執
役
者
則
始
使
屍
傭
仰
之
與
／
終
敏
断
裁
分
砕
之
餘
屍
而
巳

臨
観
者
總
計
十
六
人
解
艘
前
日
壷
録
姓
名
以
呈
之
於
官
至
是
日
／
十
六
人
者
早
集
子
森
本
宅
此
其
宅
與
囹
圃
相
近
故
也
頃
之
有
命
／
而
入
毎
門

小
吏
必
照
其
数
以
察
其
増
減
焉
是
以
囹
圖
故
爾
云

解
割
已
排
胸
肋
而
及
心
肺
時
其
間
見
有
水
凡
可
五
六
合
其
水
清
／
稀
而
粘
滑
且
作
泡
沫
余
怪
之
検
察
其
外
鰐
則
陰
嚢
微
腫
如
患
水
／
者
因
呼
栴
陀

羅
問
日
斯
人
在
獄
中
時
得
無
有
患
咳
若
腫
耶
答
日
／
唯
煩
一
咳
耳
腫
則
無
有
之
也
九
患
咳
者
之
後
多
建
腫
病
腫
者
之
後
／
多
發
咳
者
皆
可
以
此
為
證
也

脳
有
上
下
其
上
者
解
禮
新
書
所
謂
大
脳
髄
者
是
也
下
者
所
謂
小
／
脳
髄
者
是
也

諸
臓
脈
與
脊
梁
骨
之
問
有
大
膜
管
二
條
直
貫
子
上
下
而
倶
隻
於
／
左
右
其
左
者
解
禮
新
書
所
謂
動
脈
大
幹
者
是
也
右
者
所
謂
血
豚
／
大
幹
者
是
也

解
観
已
遍
子
百
骸
而
斯
人
與
他
常
異
者
四
一
胄
甚
小
二
肝
殊
大
／
三
解
禮
新
書
所
謂
大
機
里
爾
者
亦
甚
大
四
黄
脂
甚
少
按
胄
甚
小
者
／
抑
以
其

病
而
少
食
故
致
小
縮
與
将
其
天
質
與
是
不
可
知
也
又
肝
／
殊
大
者
是
其
天
質
也
又
黄
脂
甚
少
者
亦
以
病
而
致
癌
清
故
爾

凡
観
臓
自
山
脇
東
洋
初
作
此
畢
海
内
有
志
之
士
興
起
而
倣
之
者
／
往
往
有
之
突
而
其
蔦
真
之
圖
或
刻
本
或
画
巻
以
傳
之
於
世
者
皆
／
非
不
詳
密
也

然
比
之
蟹
人
所
作
剛
剥
圖
則
不
及
遠
甚
芙
今
吾
濟
／
所
模
嶌
者
雌
不
敢
比
之
夫
剛
剥
圖
然
與
山
脇
氏
以
来
諸
圖
相
對
／
検
則
其
精
密
之
工
非
止
加

一
等
也
然
而
其
忽
略
遺
失
者
猶
尚
有
／
之
其
尤
大
者
七
一
心
臓
諸
管
之
所
通
二
解
禮
新
書
所
謂
門
豚
之
／
所
起
三
解
篭
新
書
所
謂
奇
繧
管
之

所
經
四
解
禮
新
書
所
謂
動
血
／
二
肱
支
別
之
所
蔓
延
五
解
禮
新
書
所
謂
神
経
之
所
終
始
六
諸
筋
之
所
連
属
七
諸
骨
之
総
数
其
餘
微
細
難
解
視
者

不
堪
枚
畢
英
日
／
後
甚
以
為
憾
焉
願
須
後
来
之
畢
更
詳
験
之
而
巳

本
邦
之
不
及
建
人
之
精
者
何
也
此
以
其
俗
情
各
有
所
異
故
也
夫
／
蟹
之
為
國
其
人
性
率
皆
不
信
億
度
之
理
又
不
屑
断
裁
之
惨
其
俗
／
凡
有
異
疾

者
及
至
或
遺
言
使
筈
解
観
之
然
人
不
坂
之
以
傷
其
遺
／
鵲
之
罪
反
讃
美
之
為
遺
徳
救
世
者
是
以
其
人
率
皆
勇
於
為
之
也
／
又
九
雷
於
病
人
有
疑

其
因
者
以
請
官
則
官
賜
之
屍
令
割
視
以
決
／
之
率
以
為
常
芙
又
其
為
筈
者
欲
之
密
而
不
求
之
多
其
一
生
之
全
／
力
或
一
病
或
二
病
必
壼
其
情
必
得

其
治
然
後
止
後
人
亦
因
信
而
／
不
疑
焉
凡
萬
病
治
法
率
皆
以
如
是
而
出
焉
若
其
無
之
者
人
所
未
／
能
窮
詰
焉
者
而
後
生
有
志
者
亦
必
欲
継

比
明
之
芙
蓋
建
國
以
来
／
其
情
如
此
而
其
於
夫
剛
剥
亦
復
爾
是
以
精
密
莫
加
施
若
本
邦
者
／
異
於
是
臆
度
為
知
實
験
為
愚
高
談
然
仁
断

裁
為
惨
錐
有
勇
性
不
／
顧
而
欲
為
之
者
観
臓
又
官
之
所
希
允
以
故
不
得
不
一
日
而
及
於
／
九
臓
百
骸
是
以
其
所
解
且
模
或
不
失
之
於
遣
則
誤
之

於
略
焉
是
／
乃
本
邦
之
所
以
粗
於
蟹
人
者
也

屍
之
於
炎
熱
時
也
亦
猶
可
堪
一
日
也
吾
濟
未
解
禮
之
前
日
慮
／
其
易
敗
壌
而
預
議
其
成
事
不
過
日
中
然
而
當
夫
運
刀
之
時
則
一
／
剖
一
観
一
割
一

模
寛
至
子
日
哺
其
色
澤
少
鍵
美
然
亦
不
至
發
溌
／
鼻
之
臭
焉
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吉
邨
蘭
洲
者
京
師
人
也
姓
源
名
直
好
字
子
徳
吉
村
其
氏
藺
洲
其
／
號
以
画
有
名
然
先
是
余
未
知
其
人
也
及
橘
東
一
與
余
謀
斯
畢
也
／
余

欲
得
画
手
巧
者
一
二
人
與
余
友
善
壹
島
士
通
者
謀
之
士
通
薦
／
言
其
所
善
藺
洲
性
密
而
画
亦
著
實
即
介
士
通
請
之
以
士
通
故
一
／
言
而
諾
事

畢
後
所
献
於
公
之
画
巻
及
観
蔵
諸
子
所
蔵
者
皆
亦
蘭
／
洲
為
之
也

村
上
大
進
者
京
師
人
也
姓
源
名
直
察
宇
景
達
號
丹
墾
村
上
其
氏
／
大
進
者
其
講
也
余
請
蘭
洲
時
蘭
洲
謂
余
日
無
佐
則
不
可
也
令
與
／
其
所

知
倶
来
大
進
是
也
事
畢
後
大
進
為
余
作
解
艫
白
描
圖
一
巻
／
乃
蔵
之
於
家

槇
野
周
蔵
者
城
州
伏
水
人
也
余
詳
其
姓
名
故
略

解
鵠
明
日
橘
東
一
淌
祭
資
銀
属
之
於
其
所
善
伏
水
人
平
子
虎
者
／
而
以
祭
平
次
郎
之
霊
子
虎
乃
為
設
祭
具
以
祭
之
於
其
家
国
請
居
／
士
龍
城
学

丹
及
其
徒
二
三
子
而
坐
禧
摂
心
焉
学
丹
作
之
偶
其
偶
／
日

今
日
頽
敗
這
老
賊
壷
臓
尽
脈
遇
裂
開

自
剖
解

威
服
其
妙
技
焉

中
川
周
蔵
者

飯
田
道
安
者

吉
田
玄
理
者
江
州
小
室
人
也
名
常
珍
字
伯
通
號
曲
谷
玄
理
者
其
／
糯
也
其
家
世
為
其
藩
侍
筈
至
玄
理
當
家
而
吃
吃
研
窮
於
斯
道
因
／
是
其

術
亦
為
人
所
信
公
亦
寵
遇
甚
厚
然
不
以
為
自
嫌
猶
且
将
圖
糊
源
也
以
故
與
三
子
謀
請
此
畢
云

（
マ
マ
）

山
本
元
順
者
城
州
伏
水
人
也
名
敬
義
字
方
郷
號
竹
径
元
順
者
其
稻
也
以
内
科
有
名
於
其
郷
又
以
技
除
於
法
橋
及
公
為
尹
見
而
／
厚
遇
之
後

遂
為
侍
筈
以
其
嘗
有
疑
於
人
身
内
景
之
説
故
與
三
子
謀
作
此
學
云

森
本
立
宣
者
城
州
伏
水
人
也
名
房
信
宇
篤
恭
號
新
甫
立
宣
者
其
／
稻
也
性
工
鍼
術
兼
善
内
科
及
公
為
尹
以
鍼
術
見
召
特
被
重
遇
後
／
遂
為
侍

筈
以
其
固
有
明
径
肺
之
志
故
與
三
子
同
請
作
此
畢
云

橘
東
一
者
勢
州
壹
志
郡
人
也
名
春
暉
宇
恵
風
号
南
難
東
一
者
其
稻
也
東
一
嘗
客
遊
浪
華
数
年
與
余
相
友
去
寓
居
於
伏
水
時
公
新
／
尹
其
地

召
見
而
知
其
才
能
重
其
方
術
因
遂
得
見
善
遇
後
亦
去
徒
／
於
京
師
然
猶
時
召
見
焉
及
其
與
三
子
謀
作
此
畢
也
余
亦
京
都
／
東
一
以
為
故
蕾
乃

使
余
亦
佐
其
観
且
得
幹
其
事
也
蓋
東
一
少
小
／
有
大
志
於
盤
術
而
思
欲
立
一
家
言
因
有
此
畢
如
其
志
乃
余
所
／
素
識
者
美

原
田
雄
伯
者
肥
前
州
長
崎
人
也
名
維
字
壽
卿
號
梅
墾
雄
伯
者
／
其
穗
也
為
人
拓
落
不
羅
性
善
外
科
来
住
千
京
師
嘗
請
於
総
護
衛
／
府
而

解
屍
三
且
其
人
嘗
購
蟹
舶
所
渡
解
艘
諸
器
蔵
之
於
家
以
故
／
長
於
解
屍
與
橘
東
一
相
友
善
東
一
是
以
請
使
之
為
解
手
及
其
鼓
／
刀
手
自
屠
解
人

京
師
人
也
名
僖
字
君
和
號
藺
臺
周
蔵
者
其
穗
也
與
／
余
相
友
善
余
請
令
得
與
観
此
人
亦
佐
雄
伯
手
自
剖
解

巖
國
候
之
侍
震
也
名
粛
字
君
寛
道
安
者
其
需
也
時
／
遊
学
於
京
師
與
余
相
善
余
請
亦
令
得
與
観
於
是
與
周
蔵
倶
佐
雄
／
伯
手
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(5) (4)
／
圖
様
以
術
後
之
楡
擴
者
如
此

陶
往
年
従
先
大
人
観
男
子
藏
者
二
爾
／
後
長
門
栗
献
臣
観
女
子
藏
作
之
圖
／
以
遣
而
日
如
其
脈
絡
系
道
尚
有
未
誰
／
者
不
為
無
憾
美
於
是
陶
復
預
請

官
観
女
子
職
明
和
八
年
辛
卯
十
二
月
廿
／
五
日
行
刑
一
女
子
虚
斬
／
官
因
賜
其
屍
陶
同
黛
之
士
数
十
人
及
／
菅
誠
意
等
於
獄
中
観
焉
迺
使
誠

／
意
爲
其
真
二
日
而
畢
而
其
細
絡
繊
／
筋
或
潜
肉
透
膜
者
奏
刀
之
際
不
意
／
過
識
遂
失
其
所
由
不
可
復
究
尋
深
／
以
為
憾
且
其
他
係
疑
似
者
姑
存
共

玉
砕
臓
圖
遣
事
並
小
引

玉
砕
臓
圖
者
故
山
脇
法
眼
東
門
先
生
明
和
八
年
辛
卯
十
二
月
二
十
／
五
日
乞
刑
死
婦
人
屍
於
／
官
而
剖
解
観
其
臓
之
圖
也
（
割
註
》
以
前
年
春
二
月
上

縦
有
那
陀
現
身
手
従
前
臓
物
還
我
来

学
丹
者
本
姓
源
氏
水
野
名
劉
字
孟
溌
而
今
以
龍
城
学
丹
者
変
也
／
其
人
世
為
唐
津
侯
大
夫
有
故
致
仕
隠
干
伏
水
之
蔵
洲
云
蕪
奇
士
／
也
而
子

虎
学
禅
於
斯
人
故
請
之
也
昔
者
泉
州
信
田
有
鉄
心
和
尚
／
者
為
礫
罪
人
集
大
衆
而
坐
禅
摂
心
焉
一
日
和
尚
升
座
而
大
喝
一
／
聲
特
空
中
有
声
如
物

崩
者
而
其
礫
木
與
之
倶
倒
和
尚
以
此
為
夫
／
刑
人
成
佛
之
證
今
学
丹
亦
倣
之
云
子
虎
名
寅
雌
其
人
伍
乎
寶
竪
／
之
問
性
篤
学
而
博
渉
群
耆
喜

此
畢
之
有
益
於
濟
世
之
道
為
作
祭
／
文
然
余
不
得
見
其
文
故
不
裁
焉

解
鵠
之
明
年
諸
子
相
與
教
力
納
月
薦
資
金
於
黒
谷
金
戒
光
明
寺
／
塔
頭
光
徳
院
且
作
其
霊
牌
而
以
令
其
祭
永
不
絶
焉
僧
乃
作
之
法
／
韓
日
恵
消
此

乃
観
臓
諸
子
之
所
以
慰
其
魂
謝
其
徳
之
微
志
云

天
明
四
年
冬
十
月
浪
華
小
石
道
謹
識
於
平
安
欽
賢
堂

厩
脾
一
睡
牌
一
稗
」

「
罰
詞
割
一
種

■■

『
玉
砕
臓
圖
』
小
石
元
俊
遣
事
と
小
引

天安
明永
五甲
年午
乙臘
巳月

羅篭
唾璽爵
鵜襲鳶
朱文書

『
玉
砕
臓
圖
』
山
脇
東
門
序
（
東
海
書
）

■■
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害
於
總
護
衛
府
請
／
解
観
刑
死
婦
人
屍
今
年
冬
十
二
月
允
）
當
時
／
余
亦
得
得
與
観
焉
蓋
余
本
学
筈
干
柳
川
淡
輪
蔀
山
先
生
又
間
教
子
赤
馬
／
關
永

富
燭
輔
先
生
而
二
先
生
者
倶
為
東
門
先
生
父
東
洋
先
生
高
／
足
弟
子
是
以
蔀
山
先
生
為
請
亦
得
與
観
也
而
蔀
山
先
生
姪
淡
輪
元
／
純
亦
時
寓
在

東
門
先
生
塾
及
圖
巻
已
成
手
自
臨
墓
以
贈
余
然
以
／
其
蟇
本
尚
遺
著
彩
諸
臓
百
骸
者
其
文
理
色
澤
無
可
復
想
見
也
余
心
／
頗
憾
之
頃
乃
得
請
借
其

塾
所
蔵
本
圖
於
東
門
先
生
令
嗣
東
海
先
／
生
而
使
者
吉
村
熊
太
郎
模
爲
之
既
成
同
併
記
余
當
時
所
筆
録
者
及
今
／
尚
在
心
目
間
者
其
後
以
備
他
日

遺
忘
焉
至
若
臓
朏
内
景
及
骨
節
附
／
屈
者
既
有
圖
記
詳
悉
甚
備
今
僅
拾
一
二
遺
事
於
其
千
百
云
爾

浪
華
小
石
碧
霞
識
一
謡
蔽
一
謝
雫

Ｉ
文

一
峰
陰
降
一
白

解
観
之
地
以
獄
中
鞠
間
所
／
官
命
也
總
護
衛
府
醤
請
屍
解
観
者
時
或
有
之
然
率
於
西
郊
外
郭
堤
／
傍
樹
竹
叢
中
蓋
共
實
多
出
於
厩
衙
私
許
故
不
得

解
之
於
顕
地
也
如
／
山
脇
氏
之
畢
乃
以
其
家
固
／
大
府
世
禄
之
臣
矧
其
所
請
者
東
洋
先
生
亦
嘗
請
為
之
／
大
府
聴
允
有
先
例
其
事
公
顕
非
如
他

臨
観
者
総
計
二
十
六
人
（
割
註
”

出
入
於
獄
中
時
毎
門
小
吏
必
照

助
佐
井
圭
齊
淡
輪
元
潜
姪

誠
意
與
余
不
俵
十
七
人
餘

日
録
無
載
焉
今
不
可
復
追
求
也

二
十
五
日
廿
六
人
早
入
干
鞠
問
所

而
屍
之
始
出
其
身
上
下
如
一
不
可

直
伸
乎
上
似
両
足
故
也
然
而
其

犯
人
名
瀧
年
紀
三
十
四
歳
京
師

解
之
於
顕
地
也
如
／
山
脇

比
是
以
／
官
特
命
以
是
地
云

身
断
首
痕
皮
厚
二
分
強

横
断
乳
房
見
其
裏
面
黄
脂
外
纒
白
脂
中
凝
胸
皮
厚
一
分
其
次
白
脂
／
三
分
其
次
黄
脂
又
其
次
則
赤
肉
也

壼
因
以
次
日
完
之 六

人
（
割
註
”
本
願
與
観
者
三
十
八
人
至
／
是
日
不
能
到
者
十
二
人
）
其
前
日
誌
録
姓
／
名
呈
之
於
／
官
而
臨
観
凡
二
日
之
間
朝
夕

毎
門
小
吏
必
照
其
数
／
察
其
増
減
焉
蓋
囹
固
之
厳
然
也
其
二
十
六
人
余
記
山
脇
法
眼
道
作
令
弟
道
敬
令
嗣
玄
沖
清
水
祥

（
弓
マ
）

淡
輪
元
潜
姪
元
純
雨
森
章
迪
奥
道
栄
佐
佐
村
洞
玄
花
井
仙
蔵
賀
川
玄
悦
賀
川
玄
迪
戸
梶
／
俊
泉
奥
村
玄
俊
管

（
マ
マ
）

俵
十
七
人
餘
九
人
余
忘
之
目
問
之
／
於
東
海
先
生
先
生
更
記
二
人
長
尾
良
安
安
村
田
玄
端
其
餘
抜
之
／
於
山
脇
家

鞠
間
所
而
以
俟
屍
来
自
東
市
頃
之
栴
陀
／
羅
二
人
荷
屍
而
入
而
其
屍
盛
以
草
包
解
其
口
縄
而
振
之
屍
則
自
其
／
中
蒋
出

一
不
可
辨
識
分
乳
與
手
足
之
艘
／
貌
而
後
初
知
胸
腹
之
所
位
蓋
以
其
断
首
之
痕
已
縮
入
乎
内
其
状
如
／
陰
門
加
之
両
手

然
而
其
身
按
撫
之
猶
温
暖
／
如
生
首
則
已
冷
笑
先
生
乃
命
令
弟
及
門
人
二
三
輩
操
刀
解
之

京
師
商
家
妻
以
與
好
夫
殺
其
夫
之
罪
此
／
日
與
其
好
夫
倶
受
刑
東
市
今
所
解
艘
者
即
其
屍
也
但
是
日
観
未
能
／
侃
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肋
骨
左
右
各
九
枚
其
両
脇
季
肋
骨
左
右
各
一
二
枚
短
而
不
及
於
胸
骨
／
肋
骨
下
白
膜
恰
如
薄
繪
其
色
白
而
帯
青

肋
骨
白
膜
之
下
自
天
突
下
至
鳩
尾
骨
有
黄
脂
而
與
心
肺
相
通

横
骨
比
之
男
子
則
覺
大

諸
臓
與
脊
梁
骨
之
間
有
両
大
筋
貫
於
上
下
而
其
大
如
煙
管
者
乃
解
／
篭
新
書
所
謂
動
豚
血
肱
之
両
大
幹
者
是
也

陰
門
上
邊
有
三
穴
上
一
者
為
尿
道
下
左
右
二
者
為
精
道

陰
門
内
面
上
邊
其
肉
雌
柔
軟
其
状
如
鮫
魚
皮

心
臓
後
面
左
右
有
如
耳
者
其
物
若
赤
肉
筋
錯
綜
者
當
其
断
割
心
肺
／
之
時
而
猶
有
生
気
時
作
蠕
動
乃
解
鵠
新
書
所
謂
心
耳
者
是
也

気
道
在
干
前
其
状
如
鶴
鵜
喉
食
道
在
干
後
其
物
則
膜
管
也

凡
腹
上
自
皮
下
至
於
臓
其
最
上
者
白
脂
其
次
者
黄
脂
其
次
者
亦
白
／
脂
其
次
者
赤
肉
二
分
許
又
其
次
者
白
脂
其
下
則
臓
也

脊
骨
二
十
二
節
其
後
正
面
自
上
至
於
下
有
小
骨
而
突
起
焉

又
肋
骨
左
右
各
十
二
枚
従
脊
骨
左
右
側
出
而
各
屈
曲
以
前
至
於
胸
／
骨
相
附
其
最
下
者
鞘
小
実

在
於
下
而
状
作
十
字
形

腸
長
三
丈
六
尺
下
自
肛
門
四
五
尺
虚
有
枝
焉
其
長
五
寸
許
／
腸
此
下
此
之
於
上
則
梢
大
芙
所
謂
大
小
腸
之
分
也
其
枝
則
／
解
艫
新
／
書
所
謂
曇
腸
者
是

（
マ
マ
）

也
子
宮
其
形
如
倒
壺
盧
子
其
上
左
右
側
各
有
数
丸
子
而
附
着
焉
解
艘
／
新
書
所
謂
卯
巣
者
是
也
意
此
猶
男
子
之
陰
茎
有
睾
丸
之
類
邪
又
子
／
宮
其
口

脂
其
色
如
交
餐

横
断
肺
而
見
其
裏
面
小
乳
無
数

隔
膜
其
物
黄
脂
與
赤
肉
相
交
以
成
之
其
所
位
則
上
在
心
肺
下
而
下
覆
於
胄
上

肝
脂
相
連
在
左
右
肋
下
肝
則
為
之
上
贈
則
為
之
下
而
又
與
胄
相
附

肝
其
色
如
大
麥
妙
粉

肺
左
右
倶
二
壁

謄
有
孔
以
通
於
中

心
臓
下
艘
練
線
於
左
側

心
後
正
面
有
黄
脂
肉

心
臓
始
見
之
則
紫
黒
色
及
縦
横
断
之
亦
猶
與
前
同
頃
之
其
色
愛
如
／
濃
朱
而
鮮
明
可
愛
芙
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目
声
①
日
呉
曾
●
慰
房
己
屋
亘
耐
毒
①
旦
旨
昏
厨
も
四
℃
①
が

○
口
シ
ご
胃
○
国
昌
声
①
豆
ご
昌
津
馬
弓
四
国
ロ
四
尋
四
局
閏
凰
寺
．

庁
声
①
〔
Ｃ
【
①
写
ご
Ｃ
滝
・
）
四
岸
①
国
司
○
【
・
四
国
・
の
巨
己
乙
庁
口
筥
①
口
含
の
．

舌
根
有
如
木
耳
状
者
是
即
所
謂
會
厘
者
也

屍
二
日
間
遍
被
解
割
身
首
倶
被
百
分
千
砕
而
無
有
遣
鵲
焉
事
已
畢
／
後
旛
陀
羅
復
盛
之
前
草
包
而
持
去
敏
之
於
西
郊
埋
刑
屍
虚
云

夫
瀧
者
一
好
患
婦
人
至
犯
律
行
逆
以
為
世
大
敷
此
豈
非
禽
獣
行
者
／
乎
雌
然
其
身
死
而
其
四
肢
百
骸
則
為
建
事
所
徴
則
豈
可
不
謂
之
有
／
佐
於
仁
術
者

乎
東
門
先
生
為
納
月
薦
資
金
於
誓
願
寺
内
随
心
庵
／
且
作
其
位
牌
祭
其
鬼
使
之
永
不
絶
因
而
有
帰
焉
此
實
出
於
君
子
／
報
恩
之
心
不
可
以
己
者
也

歎
而
瀧
法
諄
日
玉
砕
即
圖
巻
之
所
以
取
／
名
者
也

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

東
門
先
生
文
中
所
稻
管
誠
意
乃
壹
士
其
氏
石
原
称
源
之
助
管
其
／
姓
誠
意
其
字
也
善
画
有
名
於
京
師
先
生
欲
其
嶌
蓋
真
是
以
命
之
／
也

将
解
首
先
皮
其
面
未
去
皮
前
尋
常
死
者
之
顔
色
耳
皮
去
之
後
頓
愛
／
形
態
奇
醜
檸
悪
令
人
驚
怖
至
於
観
者
有
争
避
其
前
者
以
此
思
昔
藷
／
政
以
有
其
姉
欲

令
人
絶
其
蹴
跡
莫
識
自
剥
其
面
皮
良
有
以
也

首
重
七
百
銭
強

眼
球
其
形
恰
如
茨
菰

又
脊
骨
其
上
者
空
髄
充
子
其
内
下
者
則
無
有
焉

又
脊
骨
後
正
面
小
骨
突
起
虚
左
右
内
面
有
空
隙
而
下
至
於
八
膠
骨
／
則
左
右
相
通
以
為
一
焉

又
脊
骨
形
下
至
於
八
膠
上
而
頓
勧
曲
焉

浪
華
小
石
碧
霞

謡
堅
藷｜
詫
蓮
厩
一
幸

（
住
所
伽
京
都
市
西
京
区
桂
市
ノ
前
町
“
１
８
）

弓
閏
頁
国
弓
段
の
の
自
己
昌
日
〕
シ
呂
国
ｇ
白
く２

ウ
昌

函
且
一
日
①
め
○
国
Ｐ

ｅ
Ｏ
Ｈ
国
ご
国
の
の
の
○
口
］
①
口
①
弓
ぐ
睡
冒
Ｑ
一
口
胆
の
○
○
昌
扁
①
Ｒ
口
］
ロ
胆
計
弓
①
の
○
吋
○
一
』

○
口
〕
再
酋
ご
ぬ
骨
彦
①
①
ｘ
ご
一
四
国
四
口
○
画
○
屍
國
ご
騨
庁
○
回
】
月
色
臣
○
○
冒
具
の
ロ
庁
の
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